













The Influence of Language Proficiency Level on Intercultural Adaptation: 
How does Japanese language proficiency influence the intercultural 

















This research examines how Japanese language proficiency level influences the 
intercultural adaptation of international students doing homestays in Japan, and 
was conducted through the same objective test and questionnaire administered on 
two separate occasions. Statistical analysis methods were used.
The results can be summarized as follows: 1. The language proficiency level 
measured shortly after arrival in Japan showed a positive and a negative 
correlation to adaptation-related factors. A positive correlation means that the 
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more proficient students had higher self-esteem and made more use of their social 
skills, whereas a negative correlation means that lower level students valued social 
support from homestay families or Japanese friends. 2. One-way ANOVA was used 
to demonstrate the influence of individual differences according to three Japanese 
proficiency level groups. 3. The results of two-way ANOVA of both surveys, in 
order to examine the influence of Japanese proficiency according to group and 
time passage, demonstrated that the intercultural adaptation in Japan tended to be 
reciprocal between the degree of their Japanese proficiency and the passage of 
time. 4. In regards to their intercultural adaptation, the results of two-way ANOVA 
showed a reciprocal relation between the degree of their Japanese proficiency and 
the passage of time.
[ Key words: Japanese language proficiency, social support, social skills, two-

















象に研究した適応段階における U 型曲線仮説（2）（Lysgaard, 1955; Morris, 1960; Sewell & 
Davidsen, 1961）や W 型曲線仮説（3）（Gullahorn & Gullahorn, 1963）が示すように、適応















果たす役割は大きく、ホストからのソーシャル ･ サポート（以下、「S･ サポート」）は第
二言語能力の個人差により認知やサポート内容に違いが現れると考えられる。
さらに異文化圏で生活する上で、異文化社会適応の中心的概念であるとして挙げられる
のがソーシャル ･ スキル（以下、｢S･ スキル｣）（Furnham･Bochner,1986）である。これ
までの研究では、S･ スキルが欠損すると異文化に適応しにくくなるという ｢適応のスキ


































































社会的価値観の相違（Ward, et al., 2001：53）などがある。これらの要素がコミュニケーシ
ョンパターンを形成して異文化間の人々の出会いを難しくする要因となることを述べている。
2.4　ソーシャル ･ スキルと異文化社会適応










的場面での遠慮深さとしての ｢開放性｣ の抑制、④文化的規範に基づく ｢異性｣ との関係、
⑤ ｢集団｣ 主義的な行動の傾向、そして⑥ ｢外人扱い｣ されることへの対応、である。
2.5　ソーシャル ･ ネットワークとソーシャル ･ サポート
新しい文化環境において環境と安定した相互的で機能的な関係を築いていくプロセス
を Kim（1988,2001）は‘adaptation’ということばを用いて表しており、その中心にホス

















ある。本論で取り上げる S･ ネットワークは、留学生の A）ホームステイ（以下 ｢HS｣ と
略記する）と B）友人関係であり、本論での S･ サポートは、A）HS と B）友人関係の二
つから得られるものを指す。
本論における参加留学生は全員が留学先の日本で HS をしている。HS については、原
田（2011）により、HS の提供するサポートの内容は、上記の図１が示すように、｢留学
生活の適応を促す環境のサポート｣ と ｢日本語能力を伸ばす環境のサポート｣ の２種類、
及びその下位項目の各４種類のサポートがある。原田（2011）では、HS での各サポートは、
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本論の研究目的の具体的な検討課題としては、以下の三点が挙げられる。課題の第一




での滞在の居住形態として、HS という居住形態は、HS の過程で、S･ サポートにより、１）
留学生の日本語習得を促すこと、２）異文化社会適応を促進すること、という二点の役割
を果たすことを調査し研究してきた。本論ではさらに日本語力レベル群別の違いが、S･







































（3）　日本語力（自己評価）：① ｢現在の日本語表現力 / 日本語理解力において、該当す
るものはどれか｣ という英語による２項目の質問。それぞれの質問について各５選択肢の
中から一つを選択する。② ｢日本語能力の自己評価（Can-do）尺度｣（元田 , 2005）を用い、
聴解力８項目と発話力12項目の計20項目について日本語と英語（以下、日英語）で質問し、 
｢とても難しい｣ ～ ｢とても易しい｣ の７件法で回答する。
（4）　「適応関連要因」について：自己評価回答形式
（A）〔自尊感情〕：｢日本語での自尊感情（教室内 ･ 教室外）尺度｣（元田 , 2005）を用い、
教室内と教室外の自尊感情について各10項目ずつ計20項目を、日英語により質問
し、｢全くあてはまらない｣ ～ ｢非常によくあてはまる｣ を４件法で回答する。
（B）〔S･ スキルの実施度〕：留学生は HS で文化一般の S･ スキルを実施しているかど
うか（6）、そして留学生活の中で、文化特定の S･ スキルを実施しているかどう
かについて、文化一般については八島（2004）を参考に６項目を ｢全くあてはま
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きの工夫（田中，同上：213）を用いて、英語により６設問で19項目を ｢かなり
よくない｣ ～ ｢かなりよい｣ の４件法で回答する。
（C）〔HS への満足度となじみ度〕：① ｢HS に対する満足度の認知｣ について原田（2011）
を用い、英語により、１項目を ｢全く不満だ｣ ～ ｢非常に満足だ｣ の５件法で回
答する。② HS でどれぐらいホストファミリー（以下、ホスト家族）になじんで
いるかについて、八島（2004）を参考に、英語による５項目を、｢全然なじんで
いない｣ ～ ｢すっかり家族の一員だ｣ の５件法で回答する。
（D）〔HS からの S･ サポート度〕：①　HS で ｢留学生活の適応を促す環境｣ 及び ｢日
本語能力を伸ばす環境｣ の S･ サポートを得ているかどうかについて、原田（2011）
を用い、英語で、各４項目ずつの２設問を ｢全く同意しない｣ ～ ｢強く同意｣ の
５件法で、回答する。②　HS からの情緒的及び道具的な S･ サポートを得てい
るかどうかについて、“The Index of Sojourner Social Support”（Ward et al. 
2001） を用い、英語により18項目を、｢誰もサポートしてくれない｣ ～ ｢たくさ
んの人がサポートしてくれる｣ の５件法で回答する。






Wilson, J, & Ward, C（2010）の Revision and Expansion of the Sociocultural Adaptation 
Scale（SCAS R）を用いて、英語により21項目について、｢全く適応しない｣ ～ ｢非常に
適応している｣ の５件法で回答する。② 社会文化的適応指標について、八島（2004）を












表４　｢客観テスト：来日時の日本語力｣ と ｢適応関連要因｣ の記述統計量と相関（n=63）










日本語学習歴 2.41 1.01 1.00 6.00 .42** .42***






日本語表現力 3.48 0.86 1.00 5.00 .47** .84
日本語理解力 3.56 0.86 1.00 5.00 .40**
Can-do 発話力 4.98 0.90 1.92 6.58 .36**





教室内の自尊感情 2.69 0.47 2.00 3.80 .42** .94
教室外の自尊感情 2.65 0.56 1.70 4.00 .48**
A「自尊感情」の合計 .49**
B ソ ー シ ャ
ル・スキルの
実施度
HS での一般的 S･ スキル 3.90 0.58 2.67 5.00 -.75**
スキル一「間接性」 3.18 0.44 2.00 4.00 .56** .61
スキル二「通念」 2.76 0.46 1.60 4.00 .53**
スキル三「開放性」 3.21 0.72 1.00 4.00 .61**
スキル四「異性」 2.95 0.66 1.33 4.00 .08
スキル五「集団」 3.02 0.53 1.50 4.00 -.48**





HS に対する満足度 4.43 0.78 2.00 5.00 -.37** .80







ポート 4.15 0.69 1.75 5.00 -.48**
.87
日本語能力を伸ばす環境のサ
ポート 4.07 0.67 2.50 5.00 -.47**
HS からの情緒的 S・サポート 3.88 0.78 2.00 5.00 -.37**
HS からの道具的 S・サポート 4.18 0.69 2.11 5.00 -.55**




友人からの情緒的 S・サポート 3.47 0.78 1.44 5.00 -.37** .81
友人からの道具的 S・サポート 3.83 0.71 1.89 5.00 -.17
E「友人からの S・サポート度」の合計 -.30**
*p<.05, **p<.01, ***p<.001





























日本語学習歴 1.90 0.79 2.45 0.95 3.07 1.07 6.57** 下 < 中、中 < 上
来日時のテスト「日本語力」 31.30 9.04 51.41 4.41 62.79 3.41 119.65*** 下 < 中 < 上
５か月目の日本
語力（自己評価）
日本語表現力 3.05 0.89 3.45 0.74 4.14 0.67 8.27*** 下・中 < 上
日本語理解力 3.10 0.91 3.62 0.78 4.07 0.62 6.39** 下 < 中、中 < 上
Can-do 発話力 2.45 0.20 2.74 0.50 2.95 0.54 3.76* 下・中 < 上




教室内の自尊感情 2.45 0.83 2.74 0.50 2.95 0.54 5.56** 下 < 中、中 < 上
教室外の自尊感情 2.28 0.28 2.74 0.55 2.97 0.63 8.80*** 下 < 中・上
BＳ・スキルの
実施度
HS での一般的Ｓ・スキル 4.53 0.29 3.76 0.40 3.27 0.26 59.26*** 下 > 中 > 上
S・スキル一「間接性」 3.00 1.11 3.19 0.40 3.61 0.32 16.52*** 下 < 中 < 上
S・スキル二「通念」 2.46 0.37 2.79 0.44 3.13 0.37 11.38*** 下 < 中 < 上
S・スキル三「開放性」 2.75 0.70 3.21 0.66 3.86 0.23 13.63*** 下・中 < 上
S・スキル四「異性」 2.97 0.77 2.89 0.51 3.05 0.79 0.29 －－－
S･ スキル五「集団」 3.45 0.39 2.93 0.42 2.57 0.47 18.84*** 下 > 中 > 上
S・スキル六「外人扱い」 2.41 0.25 3.42 0.42 3.75 0.22 81.07*** 下 < 中 < 上
CＨＳへの満足
度となじみ度
HS への満足度 4.90 0.31 4.24 0.95 4.14 0.53 6.43** 下 > 中・上




ポート 4.60 0.37 4.16 0.68 3.50 0.57 15.27*** 下 > 中・上
日本語能力を伸ばす環境のサ
ポート 4.50 0.41 3.92 0.66 3.75 0.73 7.77*** 下 > 中 > 上
HS からの情緒的 S・サポート 4.24 0.66 3.91 0.84 3.32 0.46 6.91** 下 > 中・上
HS からの道具的 S・サポート 4.62 0.39 4.24 0.64 3.40 0.45 21.77** 下・中 > 上
E 友 人 か ら の
Ｓ・サポート度
友人からの情緒的 S・サポート 3.90 0.77 3.43 0.63 2.91 0.74 8.28*** 下 > 中、中 > 上











基本的に次の A 型と B 型の二種類に分かれた。すなわち、A 型は日本語レベル群の上位
から下位の方向に正の方向にある型（①下＜中＜上、②下＜中、中＜上、③下＜中・上、
④下 ･ 中＜上）であり、B 型は日本語レベル群の上位から下位の方向に負の方向にある型
（①下＞中＞上、②下＞中・上、③下 ･ 中＞上）の二種である。
以上の結果から、A 型はレベル群上位にある参加者ほど日本語力指標が高いと同時に、
「個人要因」の自尊感情と S･ スキルの実施度が高いこと、一方では、HS への満足度とな
じみ度が低く、HS や友人からの S･ サポートを必要とせず、異文化社会の環境において
も自立的にやっていけるレベル群であることが示唆された。また、B 型では、レベル群下
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別（以下、文中では「時期別」、表では「前 - 後」と記す）による、A. 留学生間要因と B. 
留学生内要因、そして A × B の交互作用の効果を見るために、２要因の混合計画の分散
分析により、反復測定を行った。その結果、各下位項目は表６に示される値となった。な
お、分析に当たっては、SPSS20の Advanced Models を用いた。
表６　日本語力レベル群別と二つの時期（前 - 後）による２要因分散分析結果 （n=63）
下位のレベル群（n=20) 中位のレベル群 (n=29） 上位のレベル群（n=14）
F 値
５か月目 ８か月目 ５か月目 ８か月目 ５か月目 ８か月目




日本語学習歴 1.90 0.79 1.90 0.79 2.45 0.95 2.45 0.95 3.07 1.07 3.07 1.07
日本語力テスト 31.30 9.04 54.03 9.45 51.41 4.41 62.47 4.27 62.79 3.41 64.01 4.49 75.00*** 160.18*** 40.07***
日 本 語 力
（自己評価）
日本語表現力 3.05 0.89 3.25 0.72 3.45 0.74 3.59 0.63 4.14 0.67 4.00 0.39 8.70*** 15.22*** 4.73*
日本語理解力 3.10 0.91 3.80 0.41 3.62 0.78 3.92 0.41 4.07 0.62 4.14 0.36 7.22** 9.72** 3.73*
Can-do 発話力 2.45 0.20 4.95 0.98 2.74 0.50 4.98 0.90 2.95 0.54 5.69 0.73 3.89* 6.10* 1.13ns




教室内の自尊感情 2.45 0.83 2.57 0.30 2.74 0.50 2.70 0.50 2.95 0.54 2.89 0.48 3.98* 0.014ns 2.41ns
教室外の自尊感情 2.28 0.28 2.38 0.28 2.74 0.55 2.77 0.58 2.97 0.63 2.99 0.63 13.05*** 0.25ns 0.08ns
BＳ・スキ
ルの実施度
ＨＳでの一般的Ｓ・スキル 4.53 0.29 4.39 0.49 3.76 0.40 4.07 0.51 3.27 0.26 4.10 0.62 21.86*** 23.19*** 13.69***
Ｓ・スキル一「間接性」 3.00 1.11 3.08 0.42 3.19 0.40 3.24 0.40 3.61 0.32 3.67 0.27 15.22*** 7.65** 1.74ns
Ｓ・スキル二「通念」 2.46 0.37 2.75 0.58 2.79 0.44 2.84 0.42 3.13 0.37 2.97 0.44 5.00** 0.39ns 7.23**
Ｓ・スキル三「開放性」 2.75 0.70 2.73 0.70 3.21 0.66 3.12 0.69 3.86 0.23 3.29 0.61 8.63*** 9.85** 4.75*
Ｓ・スキル四「異性」 2.97 0.77 2.93 0.65 2.89 0.51 2.93 0.55 3.05 0.79 2.83 0.90 0.03ns 2.49ns 3.06†
Ｓ・スキル五「集団」 3.45 0.39 3.23 0.50 2.93 0.42 2.67 0.70 2.57 0.47 2.96 0.84 7.98*** 0.21ns 8.80***




ＨＳへの満足度 4.90 0.31 4.10 0.91 4.24 0.95 4.28 0.88 4.14 0.53 4.36 1.15 0.92ns 1.81ns 5.20**
ホスト家族へのなじみ
度







4.60 0.37 4.33 0.69 4.16 0.68 4.21 0.73 3.50 0.57 3.97 0.78 4.28* 3.24† 10.45***
日本語能力を伸ばす環
境のサポート
4.50 0.41 4.11 0.81 3.92 0.66 3.84 0.87 3.75 0.73 3.71 1.00 3.66* 3.13† 1.41ns
HS からの情緒的Ｓ・サ
ポート
4.24 0.66 4.23 0.68 3.91 0.84 3.93 0.81 3.32 0.46 3.79 0.77 3.88* 7.74** 6.00**
HS からの道具的Ｓ・サ
ポート






3.90 0.77 4.04 0.78 3.43 0.63 3.42 0.70 2.91 0.74 3.10 0.93 7.87*** 4.43* 1.76ns
友人からの道具的Ｓ・
サポート
4.07 0.69 3.61 0.69 3.71 0.71 3.05 0.62 3.74 0.71 2.75 0.81 4.69* 79.61*** 3.21*























































































































の度数 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
１. 人間関係の構築と維持ができる 下 20 3.00 0.79 3.60 0.88
中 29 3.62 1.01 3.76 0.79
上 14 4.21 0.70 4.21 0.70
合計 63 3.56 0.98 3.81 0.82
２． 社会的な行事での日本人との交
流ができる
下 20 3.10 0.72 3.55 0.83
中 29 3.34 0.81 3.41 0.91
上 14 4.00 0.88 4.00 0.88
合計 63 3.41 0.85 3.59 0.89
３． 日本人のゼスチューや顔の表情
への的確な解釈と反応ができる
下 20 2.75 0.72 3.55 1.05
中 29 3.38 0.82 3.38 0.94
上 14 4.21 0.80 4.29 0.61
合計 63 3.37 0.94 3.63 0.97
４． 他の学生や仲間との効果的な作
業ができる
下 20 3.25 0.64 3.80 0.95
中 29 3.97 0.63 3.97 0.63
上 14 4.21 0.58 4.21 0.70
合計 63 3.79 0.72 3.97 0.76
５． 自分以外の他の人々の感情の正
確な解釈ができる
下 20 3.15 0.59 3.65 0.88
中 29 3.34 1.08 3.55 1.09
上 14 4.21 0.80 4.43 0.76
合計 63 3.48 0.96 3.78 1.01
６． ホストの言語を理解したり話し
たりすることができる
下 20 2.60 0.94 2.95 1.15
中 29 3.45 0.87 3.41 0.82
上 14 4.43 0.51 4.36 0.63
合計 63 3.40 1.06 3.48 1.03
７． 文化的に適当な方法で話し方の
スピードを変えることができる
下 20 2.65 0.93 3.00 1.21
中 29 3.17 0.89 3.24 0.83
上 14 4.00 0.55 4.36 0.50




下 20 2.85 0.75 3.45 1.10
中 29 3.34 0.77 3.17 0.80
上 14 3.79 0.89 3.93 0.62
合計 63 3.29 0.85 3.43 0.91
９． 異性とのつきあいがうまくでき
る
下 20 4.30 0.66 4.10 0.64
中 29 3.66 0.81 3.55 0.78
上 14 3.86 0.77 4.14 0.53
合計 63 3.90 0.80 3.86 0.74
10． 文化的に的確な方法で日本人ホ
ストに自分の考えが伝えられる
下 20 2.90 0.64 3.65 0.93
中 29 3.66 0.72 3.55 0.74
上 14 4.29 0.73 4.29 0.61
合計 63 3.56 0.86 3.75 0.82
11． 上の地位の人々や官僚との取引
や対応ができる
下 20 2.90 0.64 3.30 0.80
中 29 3.38 0.62 3.07 0.84
上 14 3.36 0.50 3.93 0.47
合計 63 3.22 0.63 3.33 0.82
12． ホスト言語を読んだり書いたり
する能力がある
下 20 2.35 0.59 2.70 1.03
中 29 3.62 0.73 3.45 0.74
上 14 4.36 0.50 4.14 0.77

















の度数 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
１． 勉強や仕事に責任を持ち管理が
できる
下 20 3.20 0.41 3.65 0.75
中 29 3.90 0.72 3.79 0.77
上 14 4.50 0.52 4.14 0.66
合計 63 3.81 0.76 3.83 0.75
２．趣味や関心ごとの維持ができる 下 20 3.40 0.75 3.85 0.88
中 29 3.72 0.70 3.86 0.74
上 14 4.64 0.50 4.29 0.61
合計 63 3.83 0.81 3.95 0.77
３．周囲の騒音に適応できる 下 20 3.55 0.69 4.10 0.91
中 29 3.97 0.57 3.90 0.82
上 14 4.57 0.51 4.36 1.15
合計 63 3.97 0.69 4.06 0.93
４． 自分が求めているコミュニティ
のサービスが獲得できる
下 20 2.90 0.79 3.35 1.04
中 29 3.69 0.89 3.69 1.00
上 14 3.93 0.73 3.86 1.03
合計 63 3.49 0.91 3.62 1.02
５．人口過密への適応ができる 下 20 3.10 1.07 3.50 1.24
中 29 3.38 0.90 3.55 0.95
上 14 4.21 0.58 4.36 0.74
合計 63 3.48 0.98 3.71 1.05
６． コミュニティの活動に出席した
り参加したりできる
下 20 3.00 0.65 3.35 0.99
中 29 3.28 0.88 3.28 0.84
上 14 3.50 0.52 3.43 1.02
合計 63 3.24 0.76 3.33 0.92
７． 自分の行きたいところを見つけ
て行くことができる
下 20 3.00 0.92 3.50 1.19
中 29 3.41 0.68 3.59 0.73
上 14 4.57 0.51 4.14 1.17
合計 63 3.54 0.93 3.68 1.01
８．生活の速度の違いに適応できる 下 20 3.05 0.89 3.70 1.17
中 29 3.66 0.77 3.62 0.86
上 14 4.36 0.63 4.29 0.73




下 20 3.10 0.85 3.80 1.06
中 29 3.48 0.95 3.52 1.09
上 14 4.21 0.58 4.14 1.10
合計 63 3.52 0.93 3.75 1.09














の度数 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
１. 大学の環境 下 20 4.60 0.50 4.40 0.68
中 29 4.34 0.61 4.14 0.79
上 14 3.93 0.92 4.07 0.73
合計 63 4.33 0.70 4.21 0.74
２. 大学のスタッフの世話のしかた 下 20 4.60 0.50 4.65 0.49
中 29 4.55 0.69 4.45 0.63
上 14 3.86 0.86 4.00 1.11
合計 63 4.41 0.73 4.41 0.75
３. 日本語の先生の教え方 下 20 4.50 0.51 3.90 0.79
中 29 4.14 0.74 3.90 0.82
上 14 3.50 0.94 4.00 0.96
合計 63 4.11 0.81 3.92 0.83
４. 日本人の友達の数 下 20 4.10 0.85 3.70 1.17
中 29 3.83 0.89 3.59 0.91
上 14 3.57 0.94 3.71 0.99
合計 63 3.86 0.90 3.65 1.00
５. 日本人の友達との交遊の深さ 下 20 3.85 0.88 3.55 1.10
中 29 3.59 0.87 3.45 0.87
上 14 3.00 1.04 3.57 0.94
合計 63 3.54 0.95 3.51 0.95
６. 日本人の友達との会話量 下 20 3.70 1.13 3.70 1.08
中 29 3.93 0.80 3.59 0.87
上 14 3.00 1.04 3.64 0.93
合計 63 3.65 1.02 3.63 0.94
７. 日本人の友達との行動範囲の広さ 下 20 4.05 0.69 3.50 0.83
中 29 3.66 0.94 3.62 0.90
上 14 3.21 0.97 3.57 0.76
合計 63 3.68 0.91 3.57 0.84
８. クラブ活動 下 20 3.10 1.45 3.25 1.12
中 29 3.34 1.32 3.14 1.03
上 14 3.00 0.96 2.93 1.07
合計 63 3.19 1.28 3.13 1.05
９. 日本語の授業内容 下 20 4.45 0.51 4.10 0.72
中 29 4.21 0.68 3.79 0.94
上 14 3.57 0.65 3.93 0.73
合計 63 4.14 0.69 3.92 0.83
10. 学校の日本語の成績についての満
足度
下 20 4.40 0.68 4.10 0.79
中 29 3.97 0.78 3.76 0.83
上 14 3.71 1.07 3.86 1.03













11. 授業への参加の割合 下 20 4.55 0.51 4.25 0.85
中 29 4.10 0.62 3.93 0.70
上 14 3.71 0.73 3.79 0.97
合計 63 4.16 0.68 4.00 0.82
12. あなたの日本語能力の進歩 下 20 4.00 0.92 4.00 0.86
中 29 3.93 0.80 4.03 0.98
上 14 3.36 0.63 3.86 0.77
合計 63 3.83 0.83 3.98 0.89
13. ホストファミリーとの親密度 下 20 3.90 1.17 4.10 1.12
中 29 3.86 0.95 4.03 1.02
上 14 3.86 1.03 3.71 0.99
合計 63 3.87 1.02 3.98 1.04
14. ホストファミリーの世話のしかた 下 20 4.05 1.15 4.15 1.04
中 29 4.00 0.80 4.28 0.92
上 14 3.79 0.97 3.86 0.86
合計 63 3.97 0.95 4.14 0.95
15. ホストファミリーでの食事 下 20 4.80 0.41 4.65 0.49
中 29 4.28 1.13 4.24 1.02
上 14 4.00 1.11 4.43 0.65
合計 63 4.38 0.99 4.41 0.82
16. ホストファミリーとの会話量 下 20 4.10 1.25 3.90 1.17
中 29 4.03 0.73 4.07 0.84
上 14 3.79 1.19 3.71 0.91
合計 63 4.00 1.02 3.94 0.97
17. ホストファミリーでの部屋や設備 下 20 4.55 0.60 4.35 0.99
中 29 4.52 0.69 4.55 0.57
上 14 4.14 0.95 4.57 0.65
合計 63 4.44 0.74 4.49 0.74
18. 一般の日本人のあなたに対する態度 下 20 4.15 0.88 3.95 1.00
中 29 3.76 1.02 3.97 1.12
上 14 3.57 0.94 3.50 0.76
合計 63 3.84 0.97 3.86 1.01
19. あなたの人間的成長 下 20 4.40 0.68 4.30 0.86
中 29 4.24 0.79 4.24 0.69
上 14 3.57 0.76 4.29 0.73
合計 63 4.14 0.80 4.27 0.75






























下位のレベル群（n=20) 中位のレベル群 (n=29） 上位のレベル群（n=14）
F 値
５か月目 ８か月目 ５か月目 ８か月目 ５か月目 ８か月目




対人関係と異文化適応 2.98 0.34 3.44 0.78 3.49 0.51 3.46 0.55 4.08 0.37 4.16 0.55 5.59*** 9.51** 7.48***
環境と異文化適応 3.14 0.40 3.64 0.82 3.61 0.46 3.64 0.58 4.28 0.36 4.11 0.54 1.16*** 3.38† 8.23***
社会文化的適応指標 4.20 0.45 4.03 0.50 4.01 0.41 3.93 0.48 3.59 0.62 3.84 0.50 3.35* 0.00ns 5.86**
異文化社会適応度 3.44 0.33 3.70 0.63 3.71 0.37 3.68 0.46 3.98 0.41 4.05 0.40 4.97** 4.91* 4.14*
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